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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ａ）衛星テレビ信号受信設備の１つの外部ユニット（１）に接続可能なこの外部ユニット
（１）から出力されたテレビ信号を受信する入力端子（３ａ）と、これらのテレビ信号を
ＶＨＦ帯域又はＵＨＦ帯域に変換するために設けられている変調器とを有する衛星受信器
（３）、
ｂ）前記衛星受信器（３）から場所的に隔てられた、少なくとも１つのビデオ信号出力ジ
ャックを有するテレビ受信器（１１）、
ｃ）地上波放送を受信する家のアンテナによって、地上波放送のＶＨＦ信号又は地上波放
送のＵＨＦ信号を受信可能な家のアンテナ端子（８）と、前記衛星受信器（３）と、前記
テレビ受信器（１１）とを接続する接続家のアンテナケーブル（７）、並びに、
ｄ）前記テレビ受信器（１１）に接続されているか又はこのテレビ受信器（１１）中に組
込まれた、場所的に隔てられた前記衛星受信器（３）に対して制御信号を生成する衛星受
信器制御モジュール（１６）を有する、衛星テレビ信号受信設備において、
　テレビ受信器の遠隔操作部によって、衛星放送のチャンネルが使用者によって選択され
た場合であって、前記衛星放送のチャンネルの画像信号がテレビ受信器で表示されない場
合に、前記衛星受信器制御モジュール（１６）が、前記衛星放送のチャンネルに対応する
前記制御信号を生成し、
　前記制御信号が、前記衛星受信器制御モジュール（１６）に接続されている前記アンテ
ナケーブルを介して、衛星受信器（３）に送信され、



(2) JP 4989819 B2 2012.8.1

10

20

30

40

50

　前記制御信号に応じた衛星チャンネルを前記衛星受信器（３）内で検索し、
　検索された衛星チャンネルの画像信号がテレビ信号に変換され、かつ、前記テレビ受信
器（１１）に送信されることによって、
　前記家の受信アンテナ（８）からか又は前記外部ユニット（１）から出力されたテレビ
信号か否かに関係なく、前記テレビ受信器（１１）が、地上波放送と衛星放送との間の切
り替えをすることなく、地上波放送と衛星放送のテレビ番組を表示することを特徴とする
衛星テレビ信号受信設備。
【請求項２】
　前記ビデオ信号出力ジャックは、１つの欧州式ＡＶジャックであることを特徴とする請
求項１に記載の衛星テレビ信号受信設備。
【請求項３】
　前記衛星受信器制御モジュールから生成された前記衛星受信器に対する制御信号は、家
のアンテナケーブル、交流電流網、又はテレビ受信器とこの衛星受信器との間に設けられ
ている信号接続部を経由してこの衛星受信器に伝送されること、及び、この衛星受信器は
、この衛星受信器の制御モジュールから生成された制御信号を受信するために設けられて
いることを特徴とする請求項１又は２に記載の衛星テレビ信号受信設備。
【請求項４】
　前記衛星受信器制御モジュールは、前記テレビ受信器のハウジングの外部に配置されて
いること、及び、このテレビ受信器の画面上に表示された複数の画像信号に相当するこれ
らの画像信号が、前記衛星受信器の欧州ＡＶジャックを経由してこの衛星受信器制御モジ
ュールに入力されることを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の衛星テレビ信
号受信設備。
【請求項５】
　前記衛星受信器制御モジュール中で生成された前記制御信号は、前記衛星受信器に対す
る探索処理開始信号を有することを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の衛星
テレビ信号受信設備。
【請求項６】
　前記衛星受信器制御モジュールは、画像信号の存在を検出する１つの検出器を有し、画
像信号の検出時に探索処理停止信号を生成することを特徴とする請求項５に記載の衛星テ
レビ信号受信設備。
【請求項７】
　前記制御信号は、２２ｋＨｚのスイッチング信号の形態で伝送されることを特徴とする
請求項３～６のいずれか１項に記載の衛星テレビ信号受信設備。
【請求項８】
　前記衛星受信器は、識別信号をテレビ信号中に挿入する手段を有することを特徴とする
請求項１～７のいずれか１項に記載の衛星テレビ信号受信設備。
【請求項９】
　前記衛星受信器制御モジュールは、欧州式ＡＶジャックで発生するテレビ信号中の識別
信号の存在を検出する１つの検出器を有し、識別信号を検出したときにだけ前記探索処理
停止信号を生成することを特徴とする請求項８に記載の衛星テレビ信号受信設備。
【請求項１０】
　前記衛星受信器制御モジュールは、前記衛星受信器のハウジングの内部に配置されてい
ることを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の衛星テレビ信号受信設備。
【請求項１１】
　前記衛星受信器制御モジュールは、前記テレビ受信器のマイクロコンピュータであるこ
とを特徴とする請求項１０に記載の衛星テレビ信号受信設備。
【請求項１２】
　前記衛星受信器は、１つの不揮発性の記憶器を有し、ＶＨＦ帯域又はＵＨＦ対域内にあ
る地上のアンテナチャネルが、この不揮発性の記憶器によって各々の受信した衛星テレビ
番組に割当てられていること、及び、前記テレビ受信器は、１つの放送局記憶器を有し、
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この放送局記憶器は、地上の受信チャネルに相当する周波数データ、チャネルデータ、又
は割振り状況を記憶するために設けられていることを特徴とする請求項１～１１のいずれ
か１項に記載の衛星テレビ信号受信設備。
【請求項１３】
　前記衛星テレビ信号受信設備は、複数の衛星受信器、複数のテレビ受信器、及び複数の
衛星受信器制御モジュールを有することを特徴とする請求項１～１２のいずれか１項に記
載の衛星テレビ信号受信設備。
【請求項１４】
　前記衛星受信器制御モジュールから生成された制御信号は、その都度の制御信号を生成
するこの衛星受信器制御モジュールに対する識別信号を有することを特徴とする請求項１
３に記載の衛星テレビ信号受信設備。
【請求項１５】
　前記テレビ受信器及び前記衛星受信器は、１つの共通の操作ユニットを有することを特
徴とする請求項１～１４のいずれか１項に記載の衛星テレビ信号受信設備。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
　本発明は、衛星テレビ信号受信設備に関する。
【０００２】
　衛星テレビ信号受信設備は、ハイデルベルクのHuethig Buch出版社によって　出版され
たBernhard Liesenkoetter著の "12-GHz Satellitenempfang" 第５版，1994年から既に公
知である。中央の変調変換部と共に作動する欧州共同体の受信設備が、この本の第 104～
 106頁の第 4.5.2節中に記載されている。この場合、衛星受信設備の外部ユニットから出
力されたテレビ信号が、例えば住宅家屋又は共同住宅の屋根裏の上に設けられ得る受信地
点中央でまず復調され、次いでリモデュレートの意図で正規のＴＶチャネルに転換される
、すなわちＶＨＦ信号又はＵＨＦ信号に転換される。次いで、これらの信号は、家のアン
テナケーブルを経由してテレビ受信器に入力されて、このテレビ受信器の画面上に再生さ
れ得る。
【０００３】
　本発明の課題は、テレビ受信機器、例えばテレビ受信器やビデオレコーダを用いて衛星
テレビ信号が操作しやすいように再出力され得るような方法を提供することにある。
【０００４】
　この課題は、請求項１中に記載された特徴を有する衛星テレビ信号受信設備によって解
決される。好適な構成及びその他の構成は、従属請求項に記載されている。
【０００５】
　本発明の衛星テレビ信号受信設備の利点は、その都度の信号がこれらの発信源のどちら
から発信したのかを使用者が知る必要なしに、かつ、その使用者が切替えキーを操作する
必要なしに、その利用者が同一の遠隔操作部を用いて地上で受信するテレビ放送と衛星を
介して受信するテレビ放送との双方を選択できる点に特にある。
【０００６】
　請求項４中に記載されている特徴を有する衛星テレビ信号受信設備の利点は、これらの
特徴が既存の受信機器で実現され得る点にある。必須要件は、これらのテレビ受信機器が
欧州式ＡＶジャックを有する点だけである。このことは、市場で最も出回っている機器に
も言える。
【０００７】
　衛星テレビ信号受信設備の要素数が、請求項１２又は１３中に記載されている特徴によ
って減少する。
　衛星受信器から生成された信号が、請求項１４中に記載されている記憶器によってほと
んど遅れることなしに発生する。その結果、待ち時間が、新しいテレビ番組への切替え時
に発生しない。
【０００８】
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　以下に、本発明のその他の特性を図面に基づく実施の形態から説明する。
　本発明の第１の実施の形態を示す図１中には、衛星テレビ信号受信設備のブロック図が
示されている。この衛星テレビ信号受信設備は、１つの外部ユニット１、１つの衛星アン
テナケーブル２、１つの第１衛星受信器３、１つの第２衛星受信器４、１本の家のアンテ
ナケーブル７、１つの家のアンテナ８、複数のアンテナ結合器９、１０、１つの第１テレ
ビ受信器１１、１つの第１衛星受信器制御モジュール１６、１つの第２テレビ受信器１８
、及び１つの第２衛星受信器制御モジュール２３を有する。この場合、この家のアンテナ
ケーブル７は、これらの列記した構成郡を接続するために設けられている。
【０００９】
　第１衛星受信器３は、１つの入力端子３ａを有する。外部ユニット１によって受信され
て評価されたテレビ信号は、この入力端子３ａを通じてこの第１衛星受信器３に入力され
る。これらのテレビ信号がＵＨＦ帯域又はＶＨＦ帯域内にある正規のＴＶチャネルに入る
ように、これらのテレビ信号は、この第１衛星受信器３中で復調され、そして１つのリモ
デュレータ５によってリモデュレートされる。リモデュレートされた信号は、この第１衛
星受信器３の出力部３ｂで出力される。
【００１０】
　第２衛星受信器３は、１つの入力端子４ａを有する。外部ユニット１によって受信され
て評価されたテレビ信号は、この入力端子４ａを通じてこの第２衛星受信器４に入力され
る。これらのテレビ信号がＵＨＦ帯域又はＶＨＦ帯域内にある正規のＴＶチャネルに入る
ように、これらのテレビ信号は、この第２衛星受信器４中で復調され、そして１つのリモ
デュレータ６によってリモデュレートされる。リモデュレートされた信号は、この第１衛
星受信器４の出力部４ｂで出力される。
　これらの説明した構成郡３、４、５、６は、中央の衛星本局の構成要素である。この衛
星本局は、説明したテレビ機器１１、１８から場所的に離された居住家屋の屋根裏の上に
配置されている。
【００１１】
　両衛星受信器３，４は、家のアンテナケーブル７を介してアンテナ結合器９，１０に接
続されている。この家のアンテナケーブル７は、このアンテナ結合器９から第１テレビ受
信器１１と第１衛星受信器制御モジュール１６とにさらに接続されている。この家のアン
テナケーブルは、このアンテナ結合器１０から第２テレビ受信器１８と第２衛星受信器制
御モジュール２３とにさらに接続されている。
　第１テレビ受信器１１は、マイクロプロセッサ制御されるテレビ機器である。このテレ
ビ機器は、１つのアンテナ端子１２を介して家のアンテナケーブル７に接続されている。
この第１テレビ受信器１１は、さらに１つのビデオ信号出力ジャック１３、特に１つの欧
州式ＡＶジャックを有する。このビデオ信号出力ジャック１３は、１本のケーブル、特に
１本の欧州式ケーブルを介して第１衛星受信器制御モジュール１６の１つのビデオ信号入
力ジャック１５、特に１つの欧州式ＡＶジャックに接続されている。
【００１２】
　本発明の別の記述では、このビデオ信号入力ジャック１５及びこのビデオ信号出力ジャ
ック１３は、欧州式ＡＶジャックとして示される。
　住宅家屋の別の部屋又は別の住居内に設置されている第２テレビ受信器１８は、同様に
マイクロプロセッサ制御されるテレビ機器である。このテレビ機器は、１つのアンテナ端
子１９を通じて家のアンテナケーブル７に接続されている。この第２テレビ受信器１８は
、さらに１つの欧州式ＡＶジャック２０を有し、そして１本の欧州式ＡＶケーブル２１を
介して第２衛星受信器制御モジュール２３の１つの欧州式ＡＶジャック２２に接続されて
いる。
【００１３】
　これらの両テレビ受信器１１，１８は、今日市場で入手可能な既存のテレビ受信器であ
る。これらのテレビ受信器は、それぞれ１つの不揮発性の放送局記憶器１３ａ又は１３ｂ
を有する。多数の所望の放送局に関する同調周波数又はそれに属する割振り状況(Teilung
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sverhaeltnissen)に相当するデータが、その受信地点の使用者によってこの放送局記憶器
１３ａ又は１３ｂの記憶領域に記憶される。この場合、これらの所望の放送局は、ＡＲＤ
、ＺＤＦ、ＢＲ３、ＳＡＴ１、ＲＴＬ等である。それぞれの放送局のキー番号が、これら
の記憶領域に割当てられている。その結果、使用者は、テレビ受信器の遠隔操作部の対応
する１つの数字キーを操作したり又は複数の数字キーを組み合わせることによって所望の
放送局を選択できる、つまりテレビ受信器を１つの所望のテレビチャネルに切替えできる
。
【００１４】
　同様に、それぞれの属する衛星受信器３又は４が、１つのマイクロコンピュータを有す
る。このマイクロコンピュータは、機器を制御するために設けられている、特に入力され
た制御信号に対する反応として放送局の探索処理を衛星受信器中で開始し、そして再び停
止もするために設けられている。
　両受信器郡３、１１、１６又は４、１８、２３が機能的に同一に互いに平行に配置され
ているので、以下では本発明の衛星テレビ信号受信設備の機能を受信郡３、１１、１６に
基づいて説明する。
【００１５】
　テレビ受信器１１が既にプログラミングした放送局記憶器１３ａを出力環境として採用
される。それぞれの所望の放送局に対応する周波数データやチャンネルデータや割振り状
況が、この放送局記憶器１３ａの記憶領域に記憶されている。次いで、これらの所望の放
送局は、操作キーボードの１つの番号キーを操作したり又は複数のキーを組み合わせるこ
とによって呼び出され得る。
　１つの番号キーを用いて選択されるテレビ番組とは、衛星テレビ信号受信設備の外部ユ
ニット１を用いて受信される１つの衛星番組である。このとき、この受信は、以下のよう
に実行される：
【００１６】
　遠隔操作部の番号キーの上述の操作後、テレビ機器の同調器が、テレビ受信器１１のマ
イクロコンピュータによる制御の下で属するチャネルに同調される。この場合、この同調
に対して必要なデータが、放送局記憶器１３ａから取り出される。
　この言及したチャネルからの画像信号は、同調器がこのチャネルに同調した直後はまだ
存在しないので、画像信号は、テレビ受信器１１の欧州式ＡＶジャック１３でも発生しな
い。
【００１７】
　テレビ受信器１１の欧州式ＡＶジャック１３にある信号が欧州式ＡＶケーブル１４と欧
州式ＡＶジャック１５とを通じて第１衛星受信器制御モジュール１６に入力されるこの第
１衛星受信器制御モジュール１６中には、１つの画像信号検出器が設けられている。この
画像信号検出器は、画像信号がテレビ受信器の欧州式ＡＶジャックで発生したか否かを認
識する。この目的のために、画像内容信号によるか又は同期信号による評価が実行される
。しかし、画像信号からデジタル式の識別信号の評価も実行できる。
【００１８】
　画像信号検出器が画像信号の発生しなかったことを認識すると、制御信号が第１衛星受
信器制御モジュール１６に生成される。この制御信号は、この第１衛星受信器制御モジュ
ールの端子１７と家のアンテナケーブル７とを経由して第１衛星受信器３に入力される。
この制御信号は、この第１衛星受信器３中で探索処理の進行を開始させる。この衛星受信
器は、この探索処理の進行中に受信可能な放送局に応じた相前後する複数の衛星チャネル
を探索する。
　１つの受信可能な放送局がこの探索時に１つの衛星チャネル内で検出されると、それに
付随する信号が、第１衛星受信器３中で復調され、その後にリモデュレータ５中でＶＨＦ
帯域又はＵＨＦ帯域内にある正規のＴＶ信号に転換される。
【００１９】
　その復調された信号がＶＨＦ帯域又はＵＨＦ帯域のどのチャネル内で転換されるのかは
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、第１衛星受信器３の放送局記憶器によってプリセットされている。衛星のチャネル情報
に加えて、地上のテレビチャネルに関する付随情報、例えば周波数成分やチャネル成分や
それに属する割振り状況に関する付随情報が、この放送局記憶器の記憶領域にそれぞれ記
憶されている。地上のテレビチャネルに関するこの情報は、その記憶領域と内容に関して
第１テレビ受信器１１の放送局記憶器に対応する情報と一致する。
【００２０】
　この情報は、第１衛星受信器の変調器によってテレビ信号をリモデュレートするために
使用される。その結果、衛星チャネル内で受信したテレビ信号が、この第１衛星受信器中
でその都度属する特定したＶＨＦ帯域又はＵＨＦ帯域内に存在する地上のテレビチャネル
に転換される。次いで、この信号は、家のアンテナケーブル７，アンテナ結合器９，そし
てアンテナ端子１２を経由してテレビ受信器１１の同調器に入力される。この同調器は、
上述した属する番号キーの操作によって同様にこの地上の受信チャネルに同調されている
ので、画像信号が同調器の出力部とテレビ受信器１１の欧州式ＡＶジャック１３にも発生
する。このことは、衛星受信器制御モジュール１６の画像信号検出器によって認識される
。このことによる結果として、もう１つの制御信号が、この衛星受信器制御モジュール中
で生成され、端子ジャック１７と家のアンテナケーブル７とを経由して衛星受信器３に入
力される。
【００２１】
　このさらなる制御信号は、衛星受信器３中で探索処理を停止させる。何故なら、所望の
信号が衛星受信器によってもはや受信されているからである。
　その一方で、もう１つ別のテレビ信号が探索処理中に衛星受信器中で検出された場合は
、画像信号がテレビ受信器の欧州式ＡＶジャック１３で発生しないで、その探索処理が衛
星受信器３中で続行される。このとき、このもう１つ別のテレビ信号は、リモデュレーシ
ョンによって１つの（別の）地上の受信チャネルに転換され、テレビ受信器１１の同調器
がこの（別の）地上の受信チャネルに同調していない。
【００２２】
　衛星受信器３から出力されたテレビ信号の画像再生後に、テレビ受信器１１が別のチャ
ネルに切替わると、画像信号は、欧州式ＡＶジャック１３で新たに発生しない。その後、
衛星受信器制御モジュール１６が、探索開始信号を衛星受信器３に対して再度生成させる
。探索処理が、その探索開始信号の受信後にこの衛星受信器３中で受信可能な信号に応じ
て実行される。受信した信号は、衛星受信器中で復調され、次いでそれぞれの属する１つ
の地上のチャネルに再びリモデュレートされる。このことは、画像信号がテレビ受信器１
１の同調器の出力部に再び発生するまで実行される。このことは、衛星受信器制御モジュ
ール１６中の画像信号検出器によって再度認識される。その結果、この衛星受信器制御モ
ジュール１６は、探索処理停止信号を家のアンテナケーブル７を介して衛星受信器３に出
力する。
【００２３】
　この過程では、テレビ受信器１１の操作キーボードによるテレビ放送局の選択後に、待
ち時間が発生する。何故なら、まず最初にその所望の放送局が、１回の探索中に衛星受信
器３中で確認される必要があるからである。限られた数の衛星放送局だけが本発明の設備
を用いて受信されることによって、この待ち時間は短縮され得る。このことは、例えばド
イツ語のＡＳＴＲＡ放送局だけが受信されることによって実現され得る。信号がリモデュ
レーション時にこの衛星受信器中で地上のチャネルに転換される任意に選択可能なこれら
の地上のチャネルの数が、この制限によって超過しないことが同時に実現される。
【００２４】
　言及した待ち時間は、知的な探索処理が衛星受信器中で実行されることによっても短縮
され得る。この知的な探索処理では、複数の番組表又は複数のチャネル表が衛星受信器中
とテレビ受信器中とで相並んで適合されている点が利用される。この場合、テレビ受信器
の操作キーボードによるこのテレビ受信器の番組の切替え後、まず最初にその切替えられ
たＶＨＦチャネル又はＵＨＦチャネルに相当する衛星チャネルが、衛星受信器中に格納さ
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れ得る。これらのＶＨＦチャネル又はＵＨＦチャネルは、番組の選択時に操作キーボード
の「＋」又は「－」キーを操作することによって調整され得る。この探索が無効であると
きに初めて、探索処理が受信領域全体で実行される。
【００２５】
　この知的な探索処理では、統計が衛星受信器中に記憶される点も利用され得る。どの番
組が最も頻繁に視聴されるのかがこの統計から分かる。このとき、この番組は、その探索
時の１つの番組の選択後に最優先の番組として格納される。この探索が無効であるときに
初めて、探索処理が受信領域全体で実行される。
　図１中に示された実施の形態の重要な利点は、説明したように、既存のテレビ受信器が
衛星テレビ信号を受信するために使用され得る点にある。必須要件は、これらのテレビ受
信器が欧州式ＡＶジャックを有する点だけである。テレビ受信器を或る所望の番組に合わ
せたか又は切替えた後に、受信した画像信号が発生したか否かに関する情報が、この欧州
式ＡＶジャックを経由してこのテレビ受信器に接続されている衛星受信器制御モジュール
に入力される。
【００２６】
　地上の受信アンテナ８からか又は外部ユニット１から出力されたテレビ信号か否かに関
係なく、テレビ番組は、常にテレビ受信器の操作ユニットを用いて選択される。したがっ
て、使用者は、信号がこれらのアンテナのうちのどのアンテナから出力したのか全く知る
必要がなく、かつ地上レベルから衛星レベルに切替える必要もない。
　スイッチが、本発明の衛星テレビ信号受信設備の適切な位置に有益な方法で設けられて
もよい。このスイッチは、操作ユニットを用いて実行する１つのテレビ放送局の選択後に
一時的に必要のないアンテナからテレビ受信器にかけての信号経路を自動的に遮断する。
【００２７】
　衛星受信器制御モジュールがテレビ信号の検出時にテレビ機器内部の画像表示生成器(O
nscreen-Display-Generatoren)によって妨害されないように、デジタル式の識別信号が、
衛星受信器中で生成されたＵＨＦ信号又はＶＨＦ信号中に、例えばそのＵＨＦ信号又はＶ
ＨＦ信号の帰線消去部分中に有益な方法で挿入されてもよい。この識別信号の存在が画像
信号のほかに検出されたときだけ、探索処理停止信号がこの衛星受信器に対して生成され
る。
　特に、テレビ受信器１１とこのテレビ受信器１１に割当てられた衛星受信器制御モジュ
ールとが、それらの電力供給部に関連して互いに結合されている。その結果、双方の機器
が、回路スイッチの操作時に共通に開閉される。
【００２８】
　上述した実施の形態では、１つの特定の放送局、例えばＡＲＤの信号を地上のアンテナ
８を経由させても、衛星アンテナを有する外部ユニット１を経由させても受信することが
可能である。この場合、別の放送局キー番号又はその放送局の放送局キー番号が、衛星受
信のようにこの放送局の地上受信に割当てられ得る。衛星受信の場合のように、この放送
局の放送キー番号がこの地上受信に割当てられた場合は、その都度の所望の受信が、自動
的な優先指定の使用の下でか又は手動の優先指定によっても保証され得る。基本的には、
その自動的な優先指定後にはその優先権は衛星受信に与えられる。
【００２９】
　本発明の衛星テレビ信号受信設備は、主に複数の衛星受信器、複数のテレビ機器、及び
複数の衛星受信器制御モジュールを有する。それぞれの衛星受信器とそれに付随する衛星
受信器制御モジュールとの間の明瞭な割当てを保証するため、モジュール識別信号、例え
ばデジタル式にコード化された最新番号が、その衛星受信器制御モジュールからその衛星
受信器にかけて伝送される複数の制御信号中に挿入される。
【００３０】
　図２は、本発明の第２の実施の形態に関し、かつもう１つの衛星テレビ信号受信設備を
示す。
　図２中に示された衛星テレビ信号受信設備は、図１中に示された衛星テレビ信号受信設
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備と多くの部分で一致する。以下に、これらの両衛星テレビ信号受信設備の相違点だけを
説明する。
　図２中に示された衛星テレビ信号受信設備では、衛星受信器制御モジュールがそれぞれ
、テレビ受信器１１、１８中に組み込まれている。この場合、これらの言及したテレビ機
器では、この衛星受信器制御モジュールの機能がそれぞれのマイクロコンピュータ１３ｂ
、１８ｂによって担われる。
【００３１】
　言及したマイクロコンピュータ１３ｂ、１８ｂは、操作キーボードを用いて１つの番組
を選択した後にその選択された番組に割当てられた放送局記憶器１３ａ、１８ａ中に記憶
されている周波数データ、チャンネルデータ又は割振り状況データにそれぞれアクセスす
るので、この本発明の実施の形態では、これらの言及した周波数データ、チャンネルデー
タ又は割振り状況データが、衛星受信器３、４に入力され得る。このことは、家のアンテ
ナケーブル７を経由させてか若しくは家の中にある交流電流網を経由させて実現してもよ
いし、又は特にこの目的のために設けられた別の信号接続部２５、２６を経由させて実現
してもよい。
【００３２】
　衛星受信器３、４は、この情報と共にそれ自身の放送局記憶器を使用してその都度割当
てられた衛星チャネルを直接的に逆推論して、所望の衛星信号を遅延なしに自由に処理で
きる。この実施の形態では、探索処理が番組合わせ後か又はその切替え後にこの衛星記憶
器中で必要とせず、かつ家のアンテナケーブル７を通じて探索開始信号と探索停止信号を
伝送する必要もない。
　アンテナ端子１２、１９は、欧州式ＡＶジャックでもよい。それぞれの衛星受信器制御
モジュールは、このアンテナ端子１２、１９を介してそれに属する衛星受信器と交信する
。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の第１の実施の形態を示す。
【図２】　本発明の第２の実施の形態を示す。
【符号の説明】
　１　　外部ユニット
　２　　衛星アンテナケーブル
　３　　第１衛星受信器
　３ａ　入力端子
　３ｂ　出力部
　４　　第２衛星受信器
　４ａ　入力端子
　４ｂ　出力部
　５　　リモデュレータ
　６　　リモデュレータ
　７　　家のアンテナケーブル
　８　　家のアンテナ
　９　　アンテナ結合器
１０　　アンテナ結合器
１１　　第１テレビ受信器
１２　　アンテナ端子
１３　　ビデオ信号出力ジャック
１３ａ　放送局記憶器
１３ｂ　マイクロコンピュータ
１４　　欧州式ＡＶケーブル
１５　　ビデオ信号入力ジャック
１６　　第１衛星受信器制御モジュール
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１７　　端子
１８　　第２テレビ受信器
１８ａ　放送局記憶器
１８ｂ　マイクロコンピュータ
１９　　アンテナ端子
２０　　欧州式ＡＶジャック
２１　　欧州式ＡＶケーブル
２２　　欧州式ＡＶジャック
２３　　第２衛星受信器制御モジュール
２４　　端子
２５　　信号接続部
２６　　信号接続部

【図１】 【図２】
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